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は じ め に
イタ リア における宮廷研究 は,1970年代末 か ら活発 化 した。今 も続 いて
い るブル ツ ォ一二社 の叢書 〈宮廷 の ヨーロ ッパ〉 の発行 が開始 され たのは,
1978年で あるD。ヨー ロ ッパの宮廷研究 に道を開 いた と もいえ るエ リアスの
『宮廷社会』 は1980年に,『文明化の過程 』 は1982年か ら83年 にか けて,
イ タ リアで翻訳が 出版 された2)。現在 ではそれぞれ力点 は異 なる ものの,イ
タ リア各地の宮廷 の研究が進展 している状況 である。
その中で トリノの宮廷 につ いて は,ク リステ ィーナ ・スタ ンゴとピエルパ
オ ロ ・メル リンによ って,研 究 が開始 された といえ よ う。 スタ ンゴは1987
年 にエ マヌエ ー レ ・フィ リベル ト(在 位1553-80)時代 の宮廷組織 と役職者
につ いて分析 した論文 を発表 してい る し,メ ル リンは1991年に,カ ル ロ ・
エマ ヌエー レ1世(在 位1580-1630)時代 の宮廷全般 につ いての著書 を 出版
した3)。フィ レンツ ェの宮廷研 究が,エ リアスに強 い影響 を受 け,文 化人類
学 や社会学 な ども援用 し,宮 殿 の構造やその シンボ リックな意味 に注 目す る
ことか ら始 ま ったの に対 し,ト リノの宮廷研究で は,宮 廷の構造 や宮廷役職
者 の出 自,あ るいは宮廷 と都市 の問題 とい ったよ り歴史学的なス タ ンスが顕
著 である。
近 年 エイナウデ ィ社 か ら出版 され た大部 の 『トリノ史』 の近世 を扱 ってい
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る第3巻 と第4巻 は,多 くの ペー ジを宮廷 に割 いてい る。 「フラ ンス支配か
ら国家再建へ」 とい うサ ブタイ トルをつ けられた第3巻 で は,メ ル リンを含
め4人 が,宮 廷 の構造 や祝祭,宮 廷 芸術 につ いて論文 を書 いてい る。「危機
と再興 の間の都市」 と題 され た第4巻 で は,第 一部 の 「宮廷 と芸術」 の章 に
ス タ ンゴを含 め8人 の論文が収 め られてい る4)。
本論 では これ らの研究 に基 づいて,日 本 にはほ とん ど知 られていない近世
トリノの宮廷 を,そ の構造や宮廷役職者,都 市 との関係 な どに着 目 しなが ら
見て い くことにす る。対象 とす るのは,ト リノに宮廷が置か れた16世 紀か
ら,宮 廷が発展す る17世紀初 めまで,す なわ ちエ マ ヌエー レ ・フ ィ リベ ル
トとカル ロ ・エマヌエー レ1世 の治世 とす る。 筆者 はフ ィレンツ ェの宮廷 に
ついて研究を してい るが5),トリノの宮廷 は比較 の視点か ら非常 に興味深い。
フィ レ,ンツ ェ公が トスカナ大公 の称号 を獲得 して以後,ト リノの宮廷 とフィ
レンツ ェの宮廷 は常 に優先権を争 って いた し6),16世紀 に新 たにイタ リアに
宮廷 を形成 したとい う点 も類似 してい るか らである7)。
1.サ ヴ ォイ ア家 と トリノ
トリノの支配者 はサ ヴォイア家であ り,そ の始祖 は11世紀前半 に神聖 ロー
マ皇帝 コンラー ト2世 か らサ ヴォイア伯 の称号を授 け られた ウンベル ト1世
である。 トリノー帯を支配す るよ うにな ったのは,そ の子オ ッ ドーネか らで,
彼 が トリノ伯 の娘 アデ ライデ と結婚 したためであ る。 しか しサ ヴォイア家の
領土 の首都 がは じめか ら トリノにあ ったわ けで はない。13世 紀半 ばか ら都
は,現 フランスの シャ ンペ リー に置 かれて いた。 ア メデオ7世(在 位1383-
91)の時代 にはニースを獲得 し,地 中海 にまで領土を広 げ,そ の子 アメデオ
8世(在 位1391-1440)がサ ヴォイア公 の位 を得 た。 しか し神聖 ロー マ帝国
とフラ ンスの間 に位置す る領土 を持 っていた彼 らは,16世 紀 の イ タ リア戦
争 に巻 き込 まれ,カ ル ロ3世(在 位1504-1553)の時代 にほとん どの領土 を
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失 って しま った。領土の中心 をな していたサ ヴォワとピエモ ンテは フラ ンス
の支配下 に入 り,カ ルロ3世 はわずか に残 って いた領土 ヴェル チェ ッリへ と
逃亡 した。息子のエマヌエー レ ・フィリベル トは皇帝軍 とともに戦 い,国 家
再建を準備 した。 サ ヴォイア公国の復活は,イ タ リア戦争 の終わ りを告げ る
カ トー ・カ ンプ レジ条約(1559年)に よ ってな された。 すで にカル ロ3世
は死亡 していたため,エ マヌエー レ ・フィリベル トがサヴォイア公 と して即
位 した。 しか し彼 は フランスに狙われやすいシ ャンペ リーか ら,ア ル プスを
越 えて トリノへ と都 を移 した。 こうして,宮 廷 は トリノへ とや って きたので
ある。
イ タ リア語 圏へ とや ってきたサヴ ォイア家の宮廷であるが,シ ャンペ リー
では フラ ンス語 が使われてお り,ト リノにやってきて もその状況 は変わ らな
か った。 サヴォイア家の結婚政策か ら見て も,フ ラ ンスとの結 びつ きが強 く,
文化圏 としては フラ ンスに属 していたといえる。実際,エ マヌエー レ ・フィ
リベル トの父カル ロ3世 の弟 に発するヌムール公 の分家な どは,ア ヌシーを
拠点 と して,パ リとの関係 に重 きをおいて,フ ラ ンス王 に仕 えたS)。ただ本
家 は,ア ル プス以南へ と遷都 したことによって,イ タ リアの諸国家 を強 く意
識 す るよ うにな ったの は確かで ある。18世紀 にサ ヴォイア公 は,サ ルデ一
二 ャ王 の称号 を獲 得 し,19世紀 にはイタ リア統一運動 を リー ドし,イ ダ リ
ア国王 とな る。 もっとも本家 は1831年に断絶 して しま うため,イ タ リア王
となるのは本論 に も登場す るカルロ ・エマヌエー レ1世 の末子 の子孫である
(系図参照)。
2.エ マ ヌエ ー レ ・フ ィ リベル トと トリノ の新 しい 宮廷
2-1宮 廷 の構造
トリノは中世 にお いてはそれ ほど大 きな都市で はな く,イ タ リアの中では
む しろ小 さな都市 であ った。 トリノの発展は,宮 廷がや ってきてか ら始 まる。
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しか し宮廷 がや ってきた当初 は,さ まざまな問題 が起 こった。宮廷 を受 け入
れ る宮殿 さえなか ったので ある。 ・
現 在 は世界遺産 にな っている王宮が サヴォイア公 の宮殿であ ったが(写 真
1),その原型 は17世 紀半 ばにな らない と完 成 しない。 エマ ヌエ ー レ ・フ ィ
リベル トは要塞建築 を優先 し,宮 殿 を建築 しなか ったのである。 宮廷 はまず
司教館 にお さま り,そ の後1570年代 に司教館 を買 い取 って,宮 殿 とした。
宮廷 その ものよ りも問題 とな ったのは,宮 廷役職者 たちである。 彼 らは ト
リノ市民 の家 に住 む ことにな ったが,突 然宮廷 にや って こられた都市 にとつ
て,こ れは大 きな負 担 とな った。 トリノ市 は負担軽減を要求 し,公 はそれを
認 めて1564年に次 の ような命令 を宮廷 役職 者 に対 して下 した。 す なわち,
高位宮廷 役職者 は家 や家具 に対 して賃料 を払 うこと,高 位宮廷役職者 は4ヶ
月の任務 が終わ った ら後任者 に部屋 を明け渡 す こと,宮 廷 が トリノを1ヶ 月
以上離 れ る場 合 には借 家人 は家具 とと もに家 を返還 す ること,の3点 で あ
る9)。しか しこの規 定 はお もに高位宮廷役職者 のみ にか かわ るもので あ り,
写 真1ト リノの王 宮
筆者撮影
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都 市の不満 は解消 され なか った。 そ こでi567年に公 と トリノ市 は協定 を結
び,以 下 の ことを取 り決めた。 すなわ ち,高 位 の宮廷役職者 は家を1軒 借 り
る権利 を持 ち,家 賃 は家主 との話 し合 いに基 づ くこと,一 定期間 しか宮廷 で
活動 しない中位の宮廷役職者 は,ト リノ市 が提供す る宿泊場所 に滞在 し,規
定 の家賃 を払 うこと,そ の他 の者 には部屋 やベ ッ ドのみが提供 され,家 賃 は
決 め られ ているが,有 償で よ りよいサー ヴィスを受 けることは可能であ るこ
と,最 後 に最底辺の召使や兵士 には大部屋が提供 され ること,で ある!o)。こ
の状態 は,公 が司教館を購入 し,宮 廷役職者 をそこに迎 え られ るよ うにな る
1578年まで続いた1D。
では誰が宮廷役職者 にな っていたのだろ うか。宮廷役職者 について は,ト
リノの国立古文書館 に宮廷人 員簿(glistatidellacasa)が残 され てお り,
これが基本 的な史料 とな っている。 ただ し,戦 争状態 が続 いた1588年か ら
1612年まで の期 間 には,宮 廷 人員簿 は作成 され なか った。 もっともこの史
料 がない時期 につ いて も,宮 廷 のメ ンバ ーを私 たちに教 えて くれ るい くつ か
の史料が存在 してい る12)。
シャンペ リーに首都が置かれていた ころには,サ ヴォワの貴族 た ちが高位
の宮廷職 に就 いていた。 しか し彼 らは 自らの領 土を守 らなけれ ばな らず,公
とともにアル プスを越えて は くれなか った。 したが って トリノの宮廷 に仕 え
ていたの は,ピ エモ ンテの封建貴族層 を中心 に,そ の ほか のイタ リアや ヨー
ロッパ出身の貴族 たちであ った。 エマ ヌエー レ ・フィ リベル トの宮廷 には,
トリノ市 民 はいなか った とい う。彼 は,宮 廷 を作 り,復 活 した国家 を安定 さ
せ ることに腐心 してお り,都 市 トリノには注 目 していなか ったのである。 もっ
とも下位 の役職 に トリノ市民 が就 いていた可能 性はあ るが,高 位 の宮廷職以
外 の者 につ いては これ まで研究 はな く,そ の出自は分か って いない。
サヴ ォイア家の宮廷では,ブ ル ゴーニ ュ公 フ ィリップ豪胆公の娘 であ るマ
リアが アメデオ8世 の公妃 にな って以来,ブ ル ゴーニ ュと同 じように宮廷 を
三分割,す なわち近侍camera,家政casa,厩舎scudieraの3つに分 けて い
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た。"camera"とは直接 的には一連の続 き部屋 か らな る 「君主の間」 を指 し,
侍従 な どそ こで働 く人 々が こ こに分類 され る。 「家政」 部門 には,宮 廷の財
政 か ら食事 まで家 としての宮廷が成 り立 つよ う活動す る人 々が分類 され る。
「厩舎」 は文字通 りの意 味で あるが,馬 の世話 以外 に も,狩 りの係 りや楽隊
な ど も含 まれて い た。 新 しい トリノの宮廷 の組織 は迅 速 に整 え られ,1560
年 と1564年に規定 が作 られ てい る13)。宮廷 を統 括す るのはふつ うは執事 で
あるが,ト リノの宮廷 には家政 会議Consigliodicasaがあ り,こ れが宮廷
全体を動か していた。 メ ンバー は,近 侍 ・家政 ・厩舎それぞれの長 と4ヶ 月
交代で勤務す る執事 であ る。彼 らは毎週金曜 日に集 まって,宮 廷組 織全体 に
つ いて話 し合 い,役 職者 の規定違反 な どについて も,彼 らが扱 った。
近侍職 を司 るの は,侍 従長sommelierdecorpsであ る。 この職 に就 くの
は,君 主 に最 も信頼 された高位 の者 で あ り,ヴ ェネツ ィア大使 の言葉 によれ
ば,「君主 の間 で就寝 し,全 ての秘密 を共有す る」14)。侍従長 の下 には15人
の侍従 が お り,5人 ずつ4ヶ 月交代 で活動 していた。彼 らの中には外交職 や
軍事 職 に就 くもの も多 か った15}。しか し侍従 はいわば名誉職 であ り,実 質的
な仕事 を行 うの は,侍 従補佐aiutantedicameraであ った。 この職 につ い
ては,カ ル ロ ・エマ ヌエー レ1世 の章 で扱 うことにす る。侍従長 の管轄下 に
は,こ のほかに,司 祭,医 者,衣 装 ・調度係,床 屋,仕 立屋,そ して君主 が
旅行 す るときな どの手配 をす る移動係 な どが存在 していた。
家 政職 の トップは第一執事 であ り,3人 の執事 が4ヶ 月交代 で彼 を補助 し
て いた。 この部 門 には18人 の従者 が4ヶ 月交代 で勤務 してお り,9人 は君
主 の食卓 に仕 え,9人 はそのほか の家政 を担当 して いた。財務 関係の職 もこ
の部門 に含 まれて お り,出 納係teSOriereや点検係COntrOllOre,家政書記官
segretariodellacasaなどの役職 があ った。 出納係 には財務 に優 れていると
い う名声 の あ った リグー リア 出身 者 が多 く,17世紀 は じめ まで は彼 らが こ
の職 を独 占 していた とい う。財務 関係の役職 は,売 官制 の対象 に もな ってい
た。 このほか に,厨 房関係 の多 くの役職 が この部 門に属 していた。
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表 トリノの宮廷役職者 (給料の単位:リ ラ)
1562 1568 1573 1576
人数 給料 人数 給料 人数 給料 人数 給料
近 侍 48 27225 69 35,960 31 9,019 26 砒432.
厩 舎 45 11,074 40 9,781 4; 3β93 37 10,655
家 政 103 27β66 48 8,661 54 9,668 57 9,357
計 196 65,665 157 54,402 128 22β80
→
120 27,444
厩舎 にかかわ る職 は厩舎長granscudieroが統括 して いた。 彼 の下 には
副厩舎長が2人 いたが,そ の うちの一人 は馬術教師であ った。厩舎長の管轄
下 には,馬 丁 やラバ引き,獣 医,御 者 といった厩舎に直接かかわる役職のほ
か,フ ェンシング教師や トロンボー ン奏者,火 縄銃士,そ して小姓 も含 まれ
ていた。
公 の宮廷 の規模 は,1562年の時点で はほかのイタ リア諸国の宮廷 と比 べ
ると大 きめだが(表 参照)16),徐々に縮小 され,宮 廷役職者 の数 では,ほ か
のイタ リア諸国以下 にな っている。原因ははっきりしないが,倹 約のためか,
宮廷役職者 の宿泊先の問題のためではないか と考 え られている。
君主であるエマヌエーレ ・フィリベル トの宮廷 と公妃マルガ リータ ・デ ィ ・
ヴァロワの宮廷 は,完 全 に分離 していた。 マルガ リータの宮廷役職者の多 く
はフランス人であ り,プ ロテスタン トの疑いをかけ られている者 も多か った。
長男 のカル ロ ・エマ ヌエー レも13歳の時か ら自分の宮廷 を持 った。公妃の
宮廷の構成 は公の宮廷 と似ていたが,カ ル ロ ・エマ ヌエー レの宮廷 は,完 全
なブルゴーニ ュ方式を とってはいなか った。 これは皇太子の宮廷の責任者が,
公の侍従長パ ンカ リエー リ伯 クラウディオ ・ディ ・サヴォイアの妻で,お そ




26年間 に も及 ぶ フラ ンスによ る征服 の後,復 位 して トリノに遷都 したサ
ヴォイア公 は,宮 廷 だ けではな く,国 家その ものを建 て直 し,自 らの権威 を
示 さなければな らなか った。 と くに新 しくな った宮廷 エ リー トとのつなが り
の強化が必要 だった。 そのためにエマ ヌエー レ ・フィ リベル トが とった手段
をここで見 てみ よ う。
彼 はまず最初 のサ ヴ ォイア公 ア メデオ8世(在 位:サ ヴ ォイ ア伯1393-
1416,サヴォイア公1416-40)が創設 したサ ン ・マウ リツ ィオ騎士 団を復 活
さぜ η,こ れ と十字軍時代 に設立 されたサ ン ・ラザ ロ騎士 団の一部 とを合体
させ て,サ ン ・マ ウ リツ ィオ ・ラザ ロ騎士 団を創設 した。1572年にグ レゴ
リウスi3世 によ って正式 に認め られた この新 しい騎士 団は,イ タ リア半 島
におけるサ ヴォイア公 の最大 のライ ヴァルであるメデ ィチ家が創設 したサ ン
ト・ステフ ァノ騎 士団を意識 して設立 された ものだ といわれ る1㌦ さ らにエ
マヌエー レ ・フィリベル トは,少 数のエ リー トのみに入会が許 されるサ ンテ ィッ
シマ ・アヌ ンツ ィアータ騎士 団を復活 させ た。 もともとはアメデオ6世(在
位1343-83)の時代 に作 られた このエ リー ト騎士団の復 活 は,古 い伝統 の復
活 とい う点で,チ ャールズ1世 によるガーター騎士団の復 活を先取 りす るも
のであ った。
騎士 団は,フ ランス占領の問に薄れて いたサ ヴォイア家への忠誠 心を取 り
戻 し,団 長であ る公 と国内の貴族 たちの絆 を強化するための装置で あ った。
上記 の二つの騎士 団への入会者が ほか の騎士 団に入会す ることは禁 じられて
いたため,公 国のエ リー ト貴族 たちは,こ の騎士団に集 うことにな ったので
ある。間 にアル プスを挟み,言 語 も異 なるサ ヴォワとピエモ ンテ とい う二つ
の領土 を持つサ ヴォイァ公 にと って,貴 族 との関係強化 は,復 位後 の最初の
課題 だ ったのであ るtg)。
エマ ヌエー レ ・フィ リベル トは,キ リス トの遺体を包 んだ とされ る聖骸布
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も利用 した。 旧都 シャンペ リーの城付属礼拝堂 にあ った聖骸布 は,新 都 トリ
ノに移 され た。 ただ し,サ ヴ ォワのエ リー ト層 の反対が予想 されたため,す
ぐには移動せず,枢 機卿 カル ロ ・ボ ッローメオが聖骸布 を見たが って いると
い う口実 の もとに,1578年にな って トリノへ と移 された。 聖骸布 の存在 は,
サヴ ォイア家 のカ トリックへの献身を示 す と同時 に,聖 骸布を持 ち,管 理 す
る君主 に塑性 を与えたのであ る。
サヴ ォイ ア家 をたたえ るための祝祭 も,資 金不足 と若 い ころか ら軍人 と し
て育 ったエマ ヌエー レ ・フィ リベル トの性格 のために,他 の宮廷 と比べ ると
見劣 りはす る ものの,ト リノで行 われるよ うにな った。 ただ し,エ マ ヌエー
　
レ ・フィ リベル トは,公 国の貴族 との関係強化 に手一杯で あ り,都 市 トリノ
にまで 目配 りで きなか った。1567年に行 われ たエマ ヌエー レ ・フィ リベル
トの長男 カル ロ ・エマ ヌエー レの洗礼 の祝祭で は,都 市 を練 り歩 いた行列を
作 って いたのは,宮 廷役職者 やその他 の封建貴族た ちであ り,市 民 は行列 に
参加 で きなか った。1574年に フラ ンスの新王 ア ン リ3世 が トリノを通過 し
た際 に も祝 祭が行われ,ト リノ市 は王 を迎え る天蓋 を担 ぐ権利 を主張 したが
却下 され,市 の代表者 が王 に挨拶す る権利のみが認 め られた。都市 トリノと
公 の このよ うな対立 関係 は,カ ル ロ ・エマヌエー レの時代 によ り顕著 な もの
とな るだ ろう。
3.カ ル ロ ・エ マ ヌ エ ー レ1世
3-1党 派争 い
3-1-1ピエモンテとサヴ ォワ
シ ャンベ リー に首都 があ った時代 には,政 治 はサヴ ォワ人によ って独 占さ
れて いた。 その ため トリノ遷都 にはかな りの反対があ った。 サ ヴォワとピエ
モ ンテの両地方 はそれ ぞれ分割 して統治 されてお り,サ ヴォワ人 に とって ピ
エモ ンテは,ア ルプスの向 こうの遠 い地方 だ ったのであ る。エ マヌエー レ ・
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フィ リベル トは彼 らの反対 を押 し切 って トリノへの遷都を行 な った。 しか し
彼 は,サ ヴォワ地方 への配慮 を欠か さなか った。制度や習慣 な ど地方 の伝統
は保 たれ,サ ヴ ォワの 自立は保持 されていた。
しか し,カ ル ロ ・エマ ヌエー レ1世 時代 に,状 況 は変化す る。治世初期の
軍事 活動 は,サ ヴォワ人の思 惑 と一致 していた。1582年と1589年に行 われ
たジュネー ヴへの攻撃 は,そ の地方へ領土 を広 げ ることを望んで いたサ ヴォ
ワ人 に歓迎 され,多 くのサ ヴォワ人貴 族が戦争 に参加 した。 ア ンリ3世 の死
後 に公 がプ ロヴ ァンスと ドフィネに侵 攻 した時 も,従 軍 したサヴ ォワ人貴族
は多 か った。
しか しフラ ンス とサ ヴ ォイア公国の間 に平和 を もた らした1601年の リヨ
ン条約 は,サ ヴォワの多 くの部分 を犠牲 に した。 サヴォワ地方 の半分 に近 い
領土 を フランスに割譲 したのである。 しか も割譲 された領土 の中には,ビ ュ
ジェイやブ レスとい った豊 かな地方 も含 まれていた。 サ ヴ ォワ人 にとって衝
撃的 であ った この条約以降,彼 らの勢 力は政治 において も宮廷 において も失
われてい く。 ピエモ ンテに移住す る貴族 もいたが,多 くはサ ヴォワ地方 に残
り,彼 らの公国全体 の政治 への影響力 はな くな るのであ る。
3-1-2親スペ イ ン派 と親 フランス派
サ ヴォイア公 国は1536年か ら1559年まで フランスに占領 されていた。 エ
マヌエー レ ・フィ リベル トは皇 帝軍 に身 を投 じ,白 ら戦 うこ とによ って,領
土 を回復 した。 したが ってエマ ヌエー レ ・フ ィリベル トは,ハ プスブル ク家
と密接 な関係 にあった と言え る。 しか しすでに述べたよ うに,も ともとサ ヴォ
イア公国 では フラ ンス的 な文化 が優勢 であ り,フ ランス貴族 と婚姻関係 にあ
るもの も多 か った。 しか もイタ リア半 島で はスペイ ンが大 きな影響力 を持 っ
てお り,こ れ と対抗 す るためにはフラ ンスとの関係 も必要で あ った。公 の宮
廷 には,親 スペ イ ン派 と親 フラ ンス派の両派が存在 して いた。
エマヌエー レ ・フ ィ リベル トは,親 スペ イ ン派 と親 フラ ンス派 の均衡 をと
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るこ とに成 功 してい た。 しか しわず か18歳 の カル ロ ・エマ ヌエー レの即位
とと もに,宮 廷 では公へ の影響力争 いが勃発 した。 当初優勢 だ ったのは親 フ
ラ ンス派であ り,親 フランス派 の貴族 たちが公の寵愛を獲得 した。 しか しジュ
ネー ヴ攻略 の失 敗の後,公 は スペイ ン派 に接 近 し,フ ラ ンス派 は宮廷 か ら遠
ざけ られる こ とにな った。 そ して1585年の公 とフ ェ リペ2世 の娘 カテ リー
ナの結婚によ って,ス ペイ ン派の勝利 は決定的な もの とな った。以後 カテ リー
ナの死 まで,ス ペ イ ン派 の圧 倒的優勢 が続 くことにな る。
もっともフラ ンス派 も姿 を消 して しま ったわけではない。 カル ロ ・エマ ヌ
エー レの治 世初期 の戦争後,フ ランス との平和 を望むサ ヴォワ貴族 も親 フラ
も
ンス派 とな って いた し,宮 廷役職者 にお いては,フ ラ ンス派 とスペ イ ン派の
数 は均衡 を保 って いた。 フ ラ ンス派 は,1597年の カテ リーナの死 に よって
再 び勢 いを盛 り返 した。 しか しフラ ンス とサヴ ォイア公国の和解調停 が失敗
す る と,再 び スペ イ ン派 が有力 とな った。 その後1601年に結 ばれた りヨン
条 約では,サ ヴォイ ア公 国 はかな りの領土 を失 うことにな り,ス ペイ ンへ援
助 を求め る動 きが強 ま り,ス ペ イ ン派 の優勢が続 いた。公の3人 の息子が ス
ペ イ ンに滞在 したの もこの時期 のこ とであ る。
宮廷は このよ うに大 き く二分 されていたが,カ ル ロ ・エマヌエー レ自身は,
その時 々の政策 に合 わせ て,そ れぞれを重用 した。 スペイ ンとフラ ンスの間
でバ ランスを とらなければな らない立場 にあ った彼 は,両 派が存在す ること
の必要性 を認識 していた と思 われ る。 実際彼 は両派の対立には介入せず,国
務 会議 には どち らの派 閥の メ ンバー も含 まれ るよ う配慮 していた。
そ の後 も党派争 い は続 い た。 親 スペ イ ン派 が政府 と宮廷か ら追放 され た
1605年以降,フ ラ ンス派 の影 響力が強 化 され たが,1610年の ア ン リ4世 の
死 によって,ス ペイ ンに対 抗す るた めの同盟計画 が水泡 に帰す と,再 び スペ
イ ン派 が台 頭 した。 しか し1615年に親 スペ イ ン派 の陰謀事件 が発覚 し,再
び フランス派が力 を握 った。 もっとも三 男のエマ ヌエー レ ・フィリベル トの
みは常 にスペイ ン派であ り,彼 の宮廷 はスペイ ン派貴族 の牙城 とな っていた。
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トリノの宮廷 の党派争 いは,大 国の間でバ ランスを とるサ ヴォイア公国の政
治を象徴 していると言 え るだろう。
3-2宮 廷 の拡大 と儀礼
軍人 的な気質 で知 られたエマ ヌエー レ ・フ ィリベル トとは違 い,1580年
に即位 したカル ロ ・エマ ヌエー レ1世 は,教 養 もあ り,芸 術 にも造詣が深か っ
た。都市 トリノの発展 も,彼 の時代であ る。彼は宮殿を建築 し,宮 殿前広場
を整理 し,新 しい道路 を作 り,都 市 を拡 大 した。1571年には14,000人に過
ぎなか った トリノの人 口は,1614年に は24,000人にまで増加 した。彼 は 自
らの威 信のために,首 都 としての近世都市 トリノを完成 させ たのである。 そ
して彼 は,近 世における宮廷の重要性 を父よ りもはるかによ く理解 していた。
とい うものの,サ ヴ ォイア公国 は,1588年か ら1601年まで常 に戦争状態
にあ り,宮 廷 の規模 はなかなか大 き くはな らなか った。基本的な構造 も,エ
マ ヌエー レ ・フィ リベル ト時代 と変わ らない。 しか し,公 の宮廷 自体が変 わ
らなか った と して も,公 妃 と公子 ・公女 たちの宮廷 の誕生 によ り,宮 廷全体
は確実 に大 き くな って いった。
カル ロ ・エ マヌエ ー レは,1585年,フ ェ リペ2世 の娘 カテ リーナ(1567-
97)と結 婚 した。 尊大 な カテ リーナは 「スペイ ンの女王 のよ うな」 生活 を
し2e),独自にスペイ ン風 の宮廷 を持 ち,多 くのスペ イ ン人 の宮廷人 を雇用 し
た。彼 女の宮廷 は,嫁 資な ど独 自の財源 を持 っていたが,そ れ だけではとて
も足 りず,宮 廷歳 費は莫大 な もの とな り,サ ヴォイア公 国の財政 に とって負
担 とな るほ どで あ った とい う2})。カテ リーナは1597年に死亡 したため,以
後サ ヴォイア公国 は公妃 の宮廷 にかか る出費か らは解放 された。
しか し,カ ル ロ ・エマ ヌエー レとカテ リーナの間 には多 くの子供 が誕生 し
てお り,彼 らの宮廷 の出費 はや は り莫大 な ものであ った。 カテ リーナの死の
原因 とな り,生 まれてす ぐ死亡 した末子 ジ ョヴァンナを除 くと,子 供 たちは
9人いた。1586年に長男 フィリッポ ・エ マヌエー レが誕生す ると,皇 太子用
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の宮殿 が形 成 された(た だ しフ ィ リッポ ・エマ ヌエー レは1605年に死亡 し
たため,次 男 のヴ ィッ トリオ ・アメデオが皇太子 とな った)。 と くに威信 を
示す必要 のある皇太子用 の宮廷 の役職者 は,1587年には10人,1588年には
23人に上 った。皇太子誕生 の翌年 には次男,そ の翌年 には三男,そ の翌年
には長女 とい うよ うに,公 子 ・公女 は増加 し,子 供た ちは男 子5人,女 子4
人 とな った。 しか もカル ロ ・エマ ヌエー レには,嫡 出子以外 に11人 もの庶
子が いた。つ ま り子供 たちの数 は嫡 出子 と庶子を合 わせ る と,20人 に もな
る。皇太 子以外の公子 ・公女 は,子 供 の ころは個 人の宮廷 を持 たず,公 子 た
ちは合わせてひ とつの,そ して公女た ちもみなで ひとつの宮廷 を持 っていた。
この宮廷 の人 員 も多 く,公 子 たちの宮廷 の役職者 は,1595年には51人 いた
という。公子 ・公女 の宮廷 は,公 妃 カテ リーナの死 とともに一 つ に統 合 され
た。母 の宮廷 の役職 者 もここに統合 されたため,子 供 たちの宮廷 の役職者 は
160人に上 った。 その後,公 妃 たちの結 婚な どを機会 に,徐 々に子供 たちの
宮廷 は縮小 され てい くことにな るが,一 方 で1619年の皇太子 の結婚 や1625
年 の末子 トンマー ゾの結 婚 とともに,再 び増加す る ことにな る。宮廷全体 と
してサヴ ォイア家 の宮廷は,カ ル ロ ・エマ ヌエ ー レ1世 の時代 に著 しく拡大
したのである。
宮廷 を構成す るメ ンバ ーの多 くは貴族 であった。既 に トリノ遷 都の時か ら
ピエモ ンテの貴族 は宮廷 に入 るよ うにな って いたが,1570年代 にエマヌエー
レ ・フィ リベル トが宮廷 における貴族 の数 を制 限 したために,そ の数 は減少
して いた。 しか しカル ロ ・エマ ヌエー レ1世 の時代 にな ると,貴 族 たちが宮
廷 にひきつけられ るようにな った。多 くは ピエモ ンテの貴族であるが,サ ヴ ォ
ワの貴族,そ してイタ リアの他 の地方出身の貴族 もかな り存在 していた。貴
族 たちが トリノの宮廷 にひきつ けられた理由はい くつか考 え られ る。軍人 的
な父 と異な り,教 養 もあ り,華 やかな宮廷を作 ろ うとしたカル ロ ・エマヌエー
レの気質 もおそ ら く役立 ったで あろう。 しか し最 も重要 な原 因は,当 時の ピ
エモ ンテ貴族 がおかれて いた経済的状況 にある と思 われ る。 カルロ ・エ マ ヌ
近世 トリノの宮廷1560-1630年47
エー レが行な った度重 な る戦争 は,ピ エモ ンテ貴族 の経 済的状態を悪化 させ
た。 ピエモ ンテか らジュネー ヴや プロヴァンス地方への従軍 は,彼 らにとっ
て大 きな負担であ り,多 額の負債 を背負 う者 もいた。 その結果,貴 族 は公 に
従属 せ ざるをえな くな り,宮 廷貴族 と して取 り込 まれてい った。 こう してサ
ヴォイァ公 国で は,「太 陽王 の宮廷が その模範例 になるだろ う宮廷社会 の構
築のための条件」が整 え られて い ったのであ る22)。公は,貴 族の 自立 を制限
しなが らも,彼 らの地位 を保持す るために,封 土や年金を授与す ることによっ
て,貴 族 を取 り込 み,自 らの権力 を強化 してい った。
カル ロ ・エマ ヌエー レ1世 は,対 外的 に も,サ ヴ ォイア家 とサ ヴォイァ公
国の威信 を高 め ることに力 を注 いで いた。 各国の宮廷 における大使 な どの席
次を決 め る優 先権 につ いて も,国 家の独立を確立す ることに必死だ った先代
のエマ ヌエー レ ・フ ィ リベル トに比べて,積 極 的に取 り組 んだ。イ タ リア半
島 にお いて は,メ デ ィチ家が1569年に大公 の地 位を獲得 したことによ り,
公に過 ぎないサ ヴォイア家 に位階の点で優 っていたため,カ ル ロ ・エマ ヌエー
レは,父 が死 ぬ とす ぐに優先権 の見直 しを要求 した。 メデ ィチ家が王 の称号
を皇帝 に要 求 した時 は,そ れ を阻止す べ くす ぐに使 者 を派遣 して い る。17
世紀の初めか らは自 らが王の称号 の獲得に努力 し,成 功 は しなか った ものの,
息子 とスペイ ン王女の結婚 の際 に,嫁 資 と してサル デーニ ャ王 の称号 を要求
しようと して いる。
したが って カル ロ ・エマヌエー レ1世 の宮廷 は,王 の宮廷 に匹敵す る もの
でなけれ ばな らず,そ れ を対外 的 に も示 さなければな らなか った。そのため
にカル ロ ・エ マ ヌエー レ1世 が重視 したのは,大 使や賓客 な どへの もてな し
で ある。 宮廷 役職 の 中 で もて な しを担 当す る部 門で ある接客部forestiera
の費用 は多大 な もの とな ったが,そ の効果 はあ ったようであ る。マ ン トヴ ァ
の大使 ク リス トーフォロ ・カステ ィリオーネは,ト リノの宮廷 で 「王の よ う
にもてな され,仕 え られ」,「この宮廷 の名立 たる騎士 た ちに訪 問され,随 行
して もらい,一信 で言え ばとて もよ くして もらった」 と報告 してい る23)。
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威信を示 すため に,宮 廷儀礼 も整備 された。 エマ ヌエー レ ・フィ リベル ト
時代 には洗練 されて いなか った トリノの宮廷の儀礼 が大 き く変化す るのは,
カル ロ ・エマ ヌエ ー レとフェ リペ2世 の娘 カテ リーナの結婚 の ときで ある。
フ ェリペ2世 の下で形成 された厳 格な スペイ ン式 の儀礼が導入 され,君 主 と
臣下の距離 が強調 され るよ うにな った。 公 は謁見 の際に,フ ェリペ2世 が好
んで とった窓際 に立 つ ポーズで大使 たちを迎 え るようにな り,公 妃 カテ リー
ナは公の場 にはほとん ど姿を見せ なか った。
しか し,カ テ リーナの死 とと もに状況 は変化 した。公女 た ちの宮廷 ではス
ペイ ン風 の儀礼が尊重 され続 けたが,も ともと公 は,公 の母 であるペ リー公
女 マルガ リータの影響 で,フ ラ ンス風 の宮廷 に親 しんで いた ため,公 の宮廷
は フラ ンス風 に変化 してい った。 しか も1619年には皇 太子 ヴ イッ トリオ ・
ア メデオが ア ンリ4世 の娘 ク リステ ィーナ と結婚 したため,宮 廷 の フラ ンス
化 は決定的 な もの とな った。宮 廷人 の君主 に対す る態度 は細 か く規 定 され,
君主 の一族の 中で も厳 密な ヒエ ラルキーが決 め られ るようにな った。君主が
公の席 で天蓋 を使用す るよ うになるの も,ク リステ ィー ナの影響力が大 きい
といわれてい る24)。スペイ ンとフランスの間で揺 れる政治 とそれに伴 う公妃
の出身国によ って儀礼 は変化 を見せ たが,徐 々に整備 されて いったの は確か
である。 しか もフェ リペ2世 の娘 とア ン リ4世 の娘 とい う王家の娘 を続 けて
公 妃 と して迎え た トリノの宮廷 は,儀 礼 の点 で も王の宮廷 に匹敵す る もの と
な った といえ よ う。
3-3都 市 と宮廷
カル ロ ・エ マヌエー レ1世 は,首 都 トリノの整備 に力 を注 ぎ,そ の結 果,
都市 の人 日は飛躍的 に増大 した。 しか し彼 の都市改造 とそれに伴 う人 口増加
は,ト リノ市 との対決 を引 き起 こす ことにな った。
トリノ市 に新 たに流入 して くる著 た ちは,公 に仕え る者た ちや商人,職 人
などであ ったが,ト リノ市政府 は,彼 らを不審 の眼で見て いた。新 たに流 入
近世トリノの宮廷1560-1630年49
して来 た著た ちは,サ ヴォイア公国の首都 にや って きたのであ って,都 市 ト
リノに忠実であるとは限 らなか ったか らであ る。市政府 は新 しい市民 への市
民権授与を制限 し,都 市条例 に忠誠 を誓 う者の みを市民 として受 け入 れた。
都 市は旧来か らの特権 や ヒエ ラルキーを温存 しよ うと したのである。
公 の都市改造計画 は,都 市政府 を さらに刺激 した。公 は宮殿前の広場 の景
観を統一 しよ うとし,広 場 に面 した家 を持つ者 に,邸 宅を拡 張 したい者 には
無償で土地 を譲渡す る一方で,邸 宅を拡張 した くない場合 には,拡 張 しよ う
とす る者 に売却す るこ とを義務付 けた。 そ して邸宅を保持す る ものには,1
年半以 内に,「我が技師 アスカ二才 ・ヴ ィ トッツ ィが与 えるデ ッサ ンに した
が って,家 の ファサー ドを直線 に し,ポ ルテ ィコ(ア ーケー ド)を 設 ける」
よう命 じた25)。現在の トリノにも見 られ るシ ンプル で厳格 な フ ァサー ド,ポ
ルテ ィコのある広場,そ してま っす ぐな道路が公 の理想 であ り,そ れは ロー
マをモデルと した もので あった。
しか しこの命令 は,都 市が持 っていた建築 に関す る法を制定す る権利 を侵
害す る ものであ った。都市は抵抗 し,公 の命令 に従 お うとす る者を妨害 しよ
うと した ら しい。1606年にカル ロ ・エマ ヌエー レ1世 は,都 市か ら嫌が ら
せを受 けた場合,公 の代理人 が公費 で保護を与 え ることを決定 した26)。これ
は絶対君主的な公 の意志 とそれ に対抗 しよ うとす る都市の意志 の正面対決で
あ った。 この争 いは何年 も続 くが,徐 々に都市計画 に対 す る公 の介入 は顕著
になってい く。
17世紀の初 めの トリノで は,公 が主 導す る建築 ラ ッシュが続 いた。1609
年 にはボ 一ー川 方 向 に都市 が 拡 張 さ れ,1610年代 には西 へ向か う新 しい道路
が建設 され,都 市全体 の形 が変化 した。 サ ン ・カル ロ広 場付近 が整備 され,
新 たな都市 の中心 とな る空 間が誕生 した。公はそ こに都市唯一 の穀物市場 を
設置 し,新 たにや って きた商人や職 人た ちに,都 市 の許可な しで 自由に商売
をす ることを許 可 した。 さ らに新 たに作 られ た空 間 に家 を建 てた者 には25
年間の免税特権 を与 えた27)。公 は直接君 主 に忠誠 を誓 う商人や職人か らなる
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新 しい都市空間を創設 しようとしたのである。
これに対 して都市政府は,新 しい都市空間における市場の創設は旧来から
の都市民の不便 になるとして,公 式の抗議 を提出 した。すると公は24時間
後に布告を出 し,古 い建築を破壊 して,大 聖堂前の広場を拡張す ることを発
表 した。都市側はなすすべもな く,公の権力が都市のそれに優越 しているこ
とは明 らかであった。その後,旧 都市 と新 都市は利権をめ ぐって争 ったが,
公は常に新都市の味方であった。
都市はさらに公の護衛団の兵士に宿泊先を提供する義務を負っていた。 ト
リノ市は1596年に宿泊先提供を免除 して くれるよう公に嘆願書を出 してい
ト
たが・1603年に も同 じ嘆願が 出 されて い るこ とか ら,ト リノ市の嘆願 は却
下 されて い ることが分か る。17世紀 には,公 がモ ンフ ェ ッラー トを獲 得す
るための戦争 が行 われてお り,兵 士 の宿 泊 はむ しろ増加 して いた。 トリノ市
は,更 な る兵士 の受 け入れを余 儀な くされたばか りか,戦 費 も負担 しなけれ
ばな らなか った。 こうして都市 は徐 々に,公 の権力 に屈服 してい ったので あ
る。
しか し都市政府 の思惑 とは別 に,17世 紀 になる と,ト リノ市民 たちは宮
廷 に入 るよ うにな ってい った。無論,貴 族 に しかつけない役職 もあ ったが,
宮廷 は市民 に も開かれていた のであ る。
市民 がっ いた役職 と して まずあげ られ るのが,宮 廷出納官 で ある。17世
紀 初 めまでは全宮廷 に一人の出納官 しかいなか ったが,そ の後公子 の宮廷 も
それぞれ出納官を雇用 す るようにな った。宮廷 の維持 のためのすべての金 を
受 け取 り,管 理す る この役職 は,君 主 の私的な部分 と公的 な部分 の どち らに
も関わ るため,君 主 が直接任命す る ものであ り,君 主 と密接な関係 を結ぶ重
要 な役 職 であ った。17世 紀 までは財 務 に優 れて いる と評判 の リグー リア人
が この職 につ くのが慣例 であ ったが,1610年代 か らは ピエモ ンテ人 に任 さ
れ るようにな った。君 主 に金 を貸 し付 けた商人 や金 融業者が,い わ ばその褒
賞 と して この職 に就 くことが多か ったよ うであ る。
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市民が就 く役職で,君 主 に接 す ることができる仕事 は他 にもあった。 その
中で もと くに注 目すべきなのは,部 屋侍従補佐aiutantidicameraである。
「君主 の 問」 で下 働 きをす る彼 らの大 部分 が市民 階級の 出身者 であ ったが
(とくに1610年以降市民 の割合 は高 くなる),君 主 と密接 な関係を結 ぶ こと
も多 く,贈 り物や年金 の授与ばか りではな く,貴 族位や,称 号,封 土 を授与
され ることによ って社 会的上昇 を期待す ることができる役職 であった。
しか し確率 は下 がる とはいえ,他 の役職で も,長 年君主 に忠誠 を尽 くせば,
褒賞を受 けること もあ った。市民が就 ける役職 と しては,こ の ほかに も医者,
秘書,調 度係,衣 装係 な ど多 くの役職があ った。 た とえば,調 度係 で トリノ
出身 の ジュセ ッペ ・キ ャフ レは,25年 間戦争 の間 も忠勤 をつ くした褒賞 と
して,1613年にカル ロ ・エマ ヌエ ー レ1世 によ って貴族 に認定 されて い
る(28)。
宮廷 に入 るた めには,何 らかの コネ クシ ョンがな くて はな らなか った。宮
廷人の リクル ー トは,宮 廷内の者 によって行 われ るのが常だ ったか らである。
しか しコネク シ ョンがな くて も宮廷への道 を開 くことはで きた。それは君主
への貸付 である。戦争 が続 いた カル ロ ・エマヌエー レ1世 の治世 には,君 主
が支払 い不能 にな ることはよ くあ ったが,そ の際公 は,宮 廷職や税金,年 金,
封土,称 号 な どで支 払いを した。 こうして多 くの市 民が公 と関係を持 ち,宮
廷 に入 り,時 には貴族 になった者 もいたのである。市政府の権力 は君主 によっ
て侵食 されて い ったが,ト リノ市民 は宮廷 を利用 し,宮 廷 で利権を得 た り,
社会的上昇 を果 た した りす ることができたので ある。
お わ り に
エマ ヌエー レ ・フ ィリベル トは,フ ランスに占領 されていた領土 を取 り戻
し,ト リノに遷都 して,ピ エモ ンテを中心 と した新 たな国家 を築 いた。彼 は
新たに宮廷 を形成 し,新 しい伝統 を作 り,後 の発展の土 台を築 いた。 しか し
52明 治大学教養論集 通巻428号(2008・1)
彼 の時代 には,サ ヴ ォイア公国 の独立 を守 ることが至上 命題 であ り,宮 廷 は
発展 しなか った。
彼 を継 いだ カル ロ ・エマ ヌエー レは,父 を越 えて,サ ヴ ォイア公 国 と首 都
トリノを ヨー ロッパの大国 に負 けない国家 に しよ うと した。 宮廷 は,彼 の 目
的を達成す るための重要な装置で あ った。 宮殿 は新 たに建設 され,儀 礼 は整
備 され,賓 客 の接待 には特別の注意が払 われた。 イ タ リア半 島の 中では比較
的小 さな都市 に過 ぎなか った トリノを拡大 し,ト リノ市 政府 を押 さえつ けて
まで,都 市改造を進め,現 在 も見 られる トリノ市 の基礎 を作 ったの も彼 であ っ
た。 都市 は君 主 に屈 した ものの,市 民 は宮廷 に入 るよ うにな り,こ うして都
ス
市 と宮廷 は密接な関係 を築 くよ うにな ったので あ る。
トリノの宮廷の構 造 は,他 のイタ リアの宮廷 と比較 す ると,明 らか にブル
ゴーニ ュ風 の影響 が強 い。宮廷儀礼 も,ス ペ イ ン風 か フラ ンス風の どち らか
に偏 ってお り,イ タ リア とは異 な って いる。 また,都 市 との関係 も違 う。 と
くにイタ リア中北部 の宮廷,す なわ ちフ ィレンツ ェ,パ ルマ,マ ン トヴ ァ,
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フェラー ラの よ うな宮廷 では,都 市 コムーネの伝統があるため,君 主が都市
を まった く無視す ることはで きなか った。 その点 で,ト リノの君主 は,よ り
フラ ンス的な,よ り絶対主義的な君主であ った といえるだろ う。
本論 で扱 った2代 に渡 る公爵 が作 った基礎 は,18世 紀 に更 な る発展 を見
るこ とにな る。1713年にヴ ィッ トリオ ・アメデオ'2世は,王 の称号 を獲得
す るのであ る。 そ して建築家ユ ヴ ァッラが雇 用 され,世 界遺産 に も登録 され
て いる王 宮や スペルが聖堂,ス トゥピ二 一 ジ宮殿(写 真2)も 建築 され るこ
とになるので ある。
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1)最 初 の1巻 と な っ た の は,M.A.RomanieA.Quondam(acuradi),Lecorti
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